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詳細な取り扱いや操作等については、別冊の PF900/PF901 取扱説明書を参照
してください。当社ホームページからダウンロードできます。 

ホームページアドレス: https://www.rkcinst.co.jp/download-center/ 

プログラム調節計 

PF900/PF901 
IMR02L13-J1 All Rights Reserved, Copyright  2021, RKC INSTRUMENT INC. 

 
本製品をお使いになる前に、本書をよくお読みいただき、内容を理解されたうえでご使用
ください。なお、本書は大切に保管し、必要なときにご活用ください。 

本書は PF900/PF901 の操作について簡単に説明したものです。 

 

 

   
操作上の注意 

 本書のキー操作表記は以下の凡例を参照してください。 

凡例 X:  X キーを 1 回押す 
X (n 回): X キーを n 回押す 
X (n 秒): X キーを n 秒以上押す 
X＋Y:  X キーと Y キーを両方押す 
X＋Y (n 秒): X キーと Y キーを n 秒以上両方押す 

 

 設定可能な画面で点滅している桁が変更可能です。 、 キーで変

更できます。点滅桁は  キーで移動できます。 
 

 本製品の基点となる画面は、SV 設定&モニタモードの PV/SV モニタ画

面です。いずれの画面を表示していても、以下のいずれかの操作で

PV/SV モニタ画面に切り換えることができます。 

･MONI 
･RESET (制御中の場合、運転が停止します) 
･SET+<MODE 
･無操作 60 秒 

 

 

 

 

 

 

 

電源を ON して、入力種類・入力レンジを自動で表示した後、最初に「SV 設定&モニタモード」の「PV/SV モニタ」が表示されます。プログラムの設定は「パラメータ設定モード」で行います。 
運転は「SV 設定&モニタモード」で運転モードの切り換えを行います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1 プログラム制御モードの表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 プログラムパターンの作成 

 プログラムパターン設定例 
 プログラムパターンの設定例として、以下のデータを使用します。 

パターン番号 1     

セグメント番号 SEG1 SEG2 SEG3 SEG4 SEG5 

セグメントレベル 150 C 150 C 250 C 250 C 100 C 

セグメントタイム 30 分 45 分 45 分 70 分 40 分 

PID メモリグループ番号 1 1 2 2 1 

イベントメモリグループ番号 1 1 1 1 1 

ウエイトメモリグループ番号 1 1 1 1 1 

 
タイムシグナルメモリグループ番号 1     

タイムシグナルメモリ番号 1 2  パターンリピート実行回数 2 

タイムシグナル出力先 TS1 TS1  リンクパターン番号 1 (リンクなし) 

タイムシグナル開始セグメント番号 2 4  パターンエンド出力時間 30 秒 

タイムシグナル開始時間 10 分 15 分  ウエイトゾーン上側 * 10 C 

タイムシグナル終了セグメント番号 3 5  ウエイトゾーン下側 * 10 C 

タイムシグナル終了時間 20 分 10 分  ウエイト解除トリガ選択 * ゾーンウエイト 1 

* この設定については別冊の PF900/PF901 取扱説明書 
「6.6.6 ウエイト」(P. 6-158) を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラムパターン設定手順 
プログラムパターン設定例の内容に従って、各パラメータを設定します。なお、本設定例は、プログラム設定タイプ

を分割タイプ (出荷値) として説明しています。 
 

プログラム設定タイプが一括タイプの場合は、別冊の PF900/PF901 取扱説明書「パラメータの切り換え [一括

タイプ]」(P. 4-28) を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易操作説明書
プログラム設定手順 

電源 ON 入力種類・入力レンジ 
自動 

自動 

パラメータ設定モード 

イベントメモリグループ設定ブロック 

ウエイトメモリグループ設定ブロック 

 (2 秒) 

プログラム設定ブロック 

プログラムメモリグループ設定ブロック 

タイムシグナルメモリグループ設定ブロック 

 

PID メモリグループ設定ブロック 

PV/SV モニタ 

リセットモード 
プログラム制御モード 

PV/SV モニタ  

 

 

設定パターン番号 
セグメント関連の設定項目 
リピート関連の設定項目 
リンクパターン番号 
パターンエンド出力時間 
タイムシグナルメモリグループ番号 

設定パターン番号 
PID メモリグループ番号 
イベントメモリグループ番号 
ウエイトメモリグループ番号 

タイムシグナルメモリグループ番号 
タイムシグナル出力先 
タイムシグナル開始セグメント番号 
タイムシグナル開始時間 
タイムシグナル終了セグメント番号 
タイムシグナル終了時間 

 

 

 

 
 + STEP R.SET 

① 

② 

③ 

SV 設定&モニタモード 

3. モニタモード 

実行中セグメントレベル 

実行中セグメントタイム 

 
RESET RESET 

RUN 

 

 

 

1. プログラム設定 

2. 運 転 
 

 

1. プログラム設定 

PID メモリグループ、イベントメモリグループ、ウエイトメモリグループの設定については

PF900/PF901 取扱説明書 「メモリグループのパラメータ設定手順」(P. 5-17) を参照して

ください。 

SEG: セグメント 
TS: タイムシグナル 

 (2 秒)  

パターン番号 1 を設定する 

終了セグメント番号を表示 
[セグメント設定終了前は、セグメント最大数 (32: 出荷値) 
を表示します。] 

 
セグメントレベルへ

つづく 

設定パターン番号から 

セグメントレベルとセグメントタイムの設定 

 セグメント1の設定手順と
同様に、セグメント 2～4
の各パラメータを設定し
ます。 

 

セグメント 1 のレベル 
を 150 C に設定する 

セグメント 1 のタイム 
を 30 分 00 秒に設定する 

パターン番号 

セグメント番号 

  

 

セグメント番号 5 を表示 

  

終了セグメント番号を表示 開始番号 終了番号 

(セグメントリピート機能は使用しないので 
開始番号と終了番号は出荷値のままとします) 

 

 

 

セグメントリピートは 
使用しないので、1 を設定
する 

パターンリンクは使用 
しないので、0 を設定する 

パターンリピートを 1 回 
実行するため、2 を設定する 

 

  (2 回)  

パターン設定終了 
(プログラム設定ブロックへ戻る) 

タイムメモリグループ 
番号を 1 に設定する 

パターンエンド出力時間 
を 30 秒に設定する 

   

PID メモリグループ 
番号を 1 に設定する 
[0: レベル PID (出荷値)] 

イベントメモリグループ 
番号を 1 に設定する 

終了セグメント番号 
を表示 

 

 セグメント 1 の設定手順と
同様に、セグメント 2～5 の
メモリグループ番号を設定
します。 

 

ウエイトメモリグループ 
番号を 1 に設定する 

タイムシグナルメモリ

グループ設定ブロック 

(次ページへつづく) 

 (4 回)  (4 回) 

PV/SV モニタ 
(リセットモード) 

プログラム設定ブロック 
(パラメータ設定モード) 設定パターン番号 

セグメントレベル セグメントタイム 

セグメントレベル セグメントタイム セグメントレベル 

プログラムエンド 
セグメントリピート 

開始／終了番号 
セグメントリピート 

開始／終了番号 

 

セグメントリピート 
実行回数 

パターンリピート 
実行回数 リンクパターン番号 

パターンエンド 
出力時間 

タイムシグナル 
メモリグループ番号 プログラム設定ブロック 

プログラムメモリ 
グループ設定ブロック 設定パターン番号 PID メモリグループ番号 

イベントメモリ 
グループ番号 

ウエイトメモリ 
グループ番号 

(下記 1.参照) 

(裏面 2.参照) 

(裏面 3.参照) 

① 

② 

AT 実行時に点灯 

プログラム時間単位 

セグメント残り時間 

タイムシグナル 
ON 時に点灯 

勾配表示 
(上昇、ソーク、下降状態表示) 

パターン番号とセグメ 
ント番号を表示 

セグメントレベル設定値 

測定値 (PV) 
(設定時は、各パラメータのキャラ
クタを表示します。) 

入力単位表示 

ALM ランプ点灯条件設定に従って
点灯 

DO 状態に従って点灯 

設定データロック時に点灯 

プログラムパターン表示 * 
パターンのセグメントレベルを表示します。 
(最大 20 セグメント)  
セグメントレベルは、ドットモニタスケール下限、上限で
設定します。 

OUT1～OUT3 出力時に点灯 

PV/SV モニタ 



  

 技術的なお問い合わせは、カスタマーサービス専用電話 TEL (03) 3755-6622 をご利用ください。 

本社 〒146-8515 東京都大田区久が原 5-16-6 

 TEL (03)3751-8111(代) FAX (03)3754-3316 DEC. 2021 

MODBUS は Schneider Electric の登録商標です。 

本書に記載されている会社名や商品名は、一般に各社の商標または登録商標です。 

ホームページ:  
https://www.rkcinst.co.jp/ 

 
初 版: 2021 年12 月 [IMQ00] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 プログラム制御の開始と停止 

 プログラム制御の開始 

 実行パターンの選択 

リセットモード (RESET) 状態で、PTN END キー (PTN ランプ点灯状態) を
押して、実行パターン選択画面に切り換え、実行パターン番号を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タグ名称が設定されている場合は、パターン番号の変わりにタグ名称が

表示されます。タグ名称については、別冊の PF900/PF901 取扱説明書

「6.6.12 タグ機能」(P. 6-191) を参照してください。 

 

 

 プログラム制御モードへの切換 

リセットモード (RESET) 状態で、RUN キーを押すと、プログラム制御モー

ド (RUN) に切り換わり、制御を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム制御の停止 
RESET キーを押すと、リセットモードに切り換わり、制御を停止します。た

だし、以下のパラメータの設定内容によっては、一定の操作出力値を出力しま

す。 
 リセットモードの設定値 (SV) [出荷値: 0] 

 リセットモードの操作出力値 (MV1) [出荷値: 5.0 ] 

 リセットモードの操作出力値 (MV2) [出荷値: 5.0 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 プログラムの一時停止 (ホールド) 
プログラム制御中に、プログラムの進行を一時停止する機能です。 
ホールドの開始および解除は、キー操作、デジタル入力 (DI) または通信で行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホールド表示 

ホールド状態のときは、TIME 表示器に HOLD とセグメント残り時間を交互に表

示します。 

 

 

 

 

 

 

 キー操作 
プログラム制御中に HOLD キーを押すと、ホールド状態になります。 
ホールド状態で HOLD キーを押すと、ホールド状態が解除され、プログラム制

御を続行します。 

 

ホールド機能の詳細については、PF900/PF901 取扱説明書「6.6.4 ホール

ド (HOLD)」(P. 6-156) を参照してください。 

 

 

 

 

2.3 セグメントを 1 つ進める (ステップ) 
プログラム制御中に、プログラムの進行を 1 セグメント進める機能です。 
ステップ機能は、キー操作、デジタル入力 (DI) または通信で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キー操作 
プログラム制御中に、STEP R.SET キーを 2 秒 (出荷値) 押すと、ステップ

動作を実行します。 

 

ステップ機能の詳細については、PF900/PF901 取扱説明書「6.6.5 ス

テップ (STEP)」(P. 6-157) を参照してください。 
 

 

2.4 プロクラムの終了 
プロクラムが終了して、パターンエンド状態になったときは以下のような表

示になります。 
 

 パターンエンド表示 

パターンエンド状態のときは、TIME 表示器に ENd とパターンエンド出力時

間の残り時間を交互に表示します。パターンエンド出力時間経過後は ENd

のみ点滅表示します。 
また、ドット表示器で表示しているプログラムパターンの最終セグメントが

点滅します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パターンエンド出力の残り時間を表示している場合、ホールド機能が

実行できます。ホールド中は残り時間のカウントが停止しますが、パ

ターンエンド出力は ON のままとなります。 
また、パターンエンド出力の残り時間が 0 のときは、ホールド機能は

無効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムメモリ 

グループ設定ブロック 

前ページからのつづき 

 (4 回)  (4 回) 

タイムシグナルメモリ 
グループ設定ブロック 

タイムシグナル 
メモリグループ番号 

 

 

タイムシグナルメモリ 
グループ番号を設定する 

設定したグループ 
番号を表示 

タイムシグナルメモリ番号 1 を表示 

タイムシグナル出力先 

タイムシグナルメモリ番号 1 の設定 

タイムシグナル出力先を 
00001 に設定する 
[00001: タイムシグナル 1] 

 

タイムシグナル 
開始セグメント番号 

タイムシグナル開始セグメ
ント番号を 2 に設定する 

 

タイムシグナル開始時間 
を 10 分に設定する 

タイムシグナル 
開始時間 

 

タイムシグナル 
終了セグメント番号 

タイムシグナル終了セグメ
ント番号を 3 に設定する 

 

タイムシグナル 
終了時間 

タイムシグナル終了時間 
を 20 分に設定する 

タイムシグナル出力先 

タイムシグナルメモ
リ番号 2 を表示 

 
タイムシグナルメモリ番
号 1 の設定手順と同様に、
タイムシグナルメモリ番
号2の各パラメータを設定
します。 

タイムシグナルメモリ番号 2 の設定 

 

 

タイムシグナル出力先 
PV/SV モニタ 

(リセットモード) 

 
設定終了 

2. 運 転 

リセットモード (RESET) 画面 

設定したパターン番号を表示 
実行パターン選択 

PTN END 

、 キー

で、実行パターン

番号を設定 

  

リセットモード (RESET) 画面 

RUN 

PV/SV モニタ 
プログラム制御モード (RUN) 

PV/SV モニタ 
リセットモード (RESET) プログラム制御モード (RUN) 画面 

RESET  
(RESET ランプ 
点灯: 橙色) 

タイム 

レベル 

ホールド開始点: 
プログラムの進行を停止し、ホールド時点の 
セグメントレベルで制御を継続 

プログラムパターン 

プログラム 
進行停止期間 

ホールド時点 
のセグメント 
レベル 

ホールドを実行しなかった場合
のプログラムパターン 

ホールド解除点: 
ホールド開始時点からプロ
グラムの進行を再開 

ホールド実行条件 

 プログラム制御モード (RUN) であること。 
 リセットモード (RESET) が割り付けた DI がオープンであること。 
 プログラム制御モード (RUN) が割り付けた DI がオープンであること。 

ホールド解除条件 

 リセットモード (RESET) が割り付けた DI がオープンであること。 
 プログラム制御モード (RUN) が割り付けた DI がオープンであること。 

PV/SV モニタ 

交互に表示 

PV/SV モニタ 
パターンエンド出力中 

交互に表示 

PV/SV モニタ PV/SV モニタ 

3. モニタモード 

(PTN ランプ 
点灯状態) 

(RUN ランプ点灯: 
橙色) 

③ 

必要な設定が終了した時点で、 キーを押しながら、

STEP R.SET キーを押すと、先頭のタイムシグナルメ

モリグループ設定ブロックに戻ります。 

セグメント 1 セグメント 2 

レベル 

タイム 

ステップ実行 

つぎのセグメントの 
先頭にプログラムを 
進める 

プログラム 
パターン 

セグメント 3 

ドット表示器 

最終セグメントが点滅 

PV/SV モニタ 
セグメントリピート 

残り／実行回数モニタ* 
パターン残り時間 

モニタ 
トータルパターン 

残り／実行回数モニタ* 
パターンリピート 

残り／実行回数モニタ* 

モニタ値 
パラメータ記号 

セグメントリピート
を含めた残り時間を
表示します。 

リンクパターンを含
めた残り／実行回数
を表示します。 

* 拡張エンジニアリングモード F10.12 の「リピート回
数残り／経過表示選択」で実行回数モニタの表示に切
り換えることができます。拡張エンジニアリングモー
ドは PF900/PF901 取扱説明書「4.5.6 拡張エンジニ
アリングモード」(P. 4-51) 参照してください。 

ウエイト条件 
モニタ 

_表示: 非ウエイト中 
O 表示: ウエイト中 

イベント状態 
モニタ 

タイムシグナル状態 
モニタ 

電流検出器 1 (CT1) 
入力値モニタ 

_表示: イベント OFF 
O 表示: イベント ON 

_表示: タイムシグナル OFF 
O 表示: タイムシグナル ON 

CT 入力 (オプション) 
付きの場合に表示しま
す。 

操作出力値 2 (MV2) 
[冷却側] モニタ 

操作出力値 1 (MV1) 
[加熱側] モニタ 

電流検出器 2 (CT2) 
入力値モニタ 

CT 入力 (オプション) 
付きの場合に表示しま
す。 

加熱冷却 PID 制御の 
場合に表示します。 

      

     

 
PV/SV モニタ 
へ戻る 


